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活性化リンパ球培養キットは、イヌおよびネコの末梢血から簡便に活性化リンパ球を培養するキットです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

培養バック、培地、ピペット類まで培養から投与に至る 1 回分の治療に必要なすべてをセットにしたオールインワン培養キットで

す。 

 

 

活性化リンパ球培養キット 

特長 

構成内容 

一般の病院でも院内製剤可能  静脈点滴だけの低侵襲性  

国内外で他に例を見ない先導性  

http://j-arm.biz/


 

 

弊社の活性化リンパ球培養キットを用い、イヌの末梢血を培養しました。得られた培養細胞では、がん細胞への攻撃能力を

高める IFN-ɤ や鎮痛作用を発揮するオピオイドの一つである proenkephalin の遺伝子発現量は培養前と比べそれぞれ

3.5 倍、2.7 倍に上昇しました(図 1)。また、この培養細胞をがん細胞と一緒に培養するとほとんどのがん細胞が死滅しました

(図 2)。これらのことから、増殖した細胞からオピオイドが産生されるとともに、IFN-ɤ 産生も増加してがん細胞の死滅能力が

上昇していることがわかります。 

 

（左図：紡錘形のがん細胞（黄矢印）が増殖、右図：が

ん細胞が死滅）       

活性化リンパ球療法を実施した 74 の腫瘍罹患犬に対して、Lavan（2013）の報告した CHQLS-15（図 3）を用い、

QOL 評価を行いました。CHQLS-15 は、4 つの領域（幸せ、身体機能、衛生、精神状態）について計 15 項目からなり、

それぞれを 5 段階で評価しました。治療前の平均スコアは 3.2 でしたが、投与毎に上昇し、6 回目では 3.6 まで上昇しました

（図 4）。これらの結果から、腫瘍罹患犬に対する活性化リンパ球療法によって QOL の改善が認められたとともに、QOL を

数値化し客観的に評価することができました。 
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培養中のイヌ ADSC イヌ CFU-F 活性化リンパ球の遺伝子発現量（図 1） 

項目毎の平均 QOLの推移（図 4） 

がん細胞への殺腫瘍活性（図 2） 

CHQLS-15（図 3） 


